
「
岡
目
一
目
」

　

今
年
で
南
極
海
の
調
査
捕
鯨

は
終
わ
り
、
日
本
近
海
で
の
商

業
捕
鯨
に
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委
員

会
）
で
は
、
長
年
の
日
本
の
科

学
的
調
査
捕
鯨
が
反
対
さ
れ
続

け
た
。
シ
ビ
レ
を
切
ら
し
た
日

本
政
府
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
を
脱
退
し

て
自
国
の
食
文
化
を
守
る
商
業

捕
鯨
の
国
々
の
仲
間
入
り
を
し

た
。

　

以
前
、
捕
鯨
の
船
団
長
を
し

て
い
た
人
が
高
山
に
来
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
飲
ん
で
い
る
と

「
長
年
孫
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
」

と
嘆
か
れ
た
。
酔
っ
て
い
た
私

は
「
そ
ん
な
も
の
は
高
山
の
サ

ル
ボ
ボ
を
買
っ
て
神
棚
に
飾
っ

て
お
け
ば
い
い
」
と
言
っ
て
帰

し
た
。
一
年
ほ
ど
経
っ
た
ら
、

本
当
に
そ
の
人
に
孫
が
生
ま
れ

た
、
と
電
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ

の
人
の
努
力
で
、
屋
台
の
カ
ラ

ク
リ
修
理
に
必
要
な
鯨
の
ヒ
ゲ

が
送
ら
れ
て
き
た
。
特
に
貴
重

な
背
美
（
セ
ミ
）
鯨
の
ヒ
ゲ
が
。

高
山
の
カ
ラ
ク
リ
人
形
は
、
文

化
財
と
し
て
大
阪
の
文
楽
人
形

と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
の
許
可

だ
っ
た
。

　

酒
が
言
わ
せ
た
言
葉
か
ら
、

サ
ル
ボ
ボ
、
鯨
、
文
楽
、
カ
ラ

ク
リ
と
繋
が
っ
て
行
っ
た
。

　

今
夜
は
鯨
で
一
杯
や
る
か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

お
月
見
歌
会 

入
選
歌
発
表

令
和
元
年
度
道
伝
え
の
日

　

九
月
二
十
八
日
に
、
高
山
市
文
化
伝
承
館
で
開
催
し
た
道
伝
え
の
日
事

業
「
お
月
見
歌
会
」
で
入
選
さ
れ
た
短
歌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

選
者
／
短
歌
結
社
「
新
ア
ラ
ラ
ギ
」
主
宰　

雁
部
貞
夫
先
生

◎
課
題
歌
「
月
」

互
選
一
席　

山
か
げ
に
つ
る
べ
落
と
し
の
日
は
落
ち
て
か
ら
か
ら
滑
車
が

　
　
　
　
　

月
を
引
き
上
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

隆
司

互
選
二
席　

そ
の
雲
よ
風
を
起
こ
し
て
月
隠
せ
大
陸
逃
げ
る
母
と
子
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

彰

互
選
三
席　

辻
々
に
山
車
の
提
灯
ゆ
ら
し
つ
つ
朧
月
夜
に
引
き
別
れ
て
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
上　

一
恵

互
選
三
席　

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
板
打
つ
男
ら
照
ら
す
月
デ
モ
前
日
の

　
　
　
　
　

パ
リ
の
街
角	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

伸
子

雁
部
先
生
選

　
　
　
　
　

舟
形
の
雲
に
と
び
乗
り
漕
ぎ
出
で
む
物
憂
き
月
の
悩
み
を
訊

　
　
　
　
　

き
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
恵
美
子

　
　
　
　
　

理わ
け由
を
説
く
君
の
横
顔
つ
ま
ら
な
し
た
だ
見
む
赤
く
大
き
な

　
　
　
　
　

あ
の
月	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤　

久
美

◎
自
由
歌

互
選
一
席　

ベ
ビ
ー
カ
ー
か
ら
の
ぞ
く
手
足
の
ふ
く
ふ
く
と
初
夏
の
日
差
し   

を
掴
み
て
は
蹴
る                                     

宇
田
恵
美
子

互
選
二
席　

青
年
の
ビ
シ
ッ
と
き
ま
る
笠
踊
り
越
中
五
箇
山
麦
や
の
ま
つ
り	

本
山　

順
子

互
選
三
席　

軒
下
に
親
と
は
ぐ
れ
し
雀
二
羽
ひ
そ
と
寄
り
添
ふ
ま
ぶ
た
を
閉 

じ
て																																																				

倉
坪　

芳
江

互
選
三
席　

ゴ
ミ
袋
に
線
香
入
れ
て
封
を
し
ぬ
読
ま
ず
に
捨
て
む
父
の
十  

年
日
記																																												

小
林　

伸
子

雁
部
先
生
選

　
　

　
　

青
年
の
ビ
シ
ッ
と
き
ま
る
笠
踊
り
越
中
五
箇
山
麦
や
の
ま
つ
り	

																																																																					

本
山　

順
子

　
　
　
　
　

ね
じ
花
の
ピ
ン
ク
の
螺
旋
を
一
歩
ず
つ
登
っ
て
い
こ
う
吾
は     

　
　
　
　
　

蟻
と
な
り   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

      

小
林　

伸
江

◎
高
校
生
の
部
　
課
題
歌
「
月
」

【
飛
騨
神
岡
高
校
】

入
選　
　
　
「
平
気
だ
」
と
嘘
つ
き
笑
っ
て
誤
魔
化
し
て
そ
ん
な
お
ま
え

　
　
　
　
　

を
月
光
は
照
ら
す	　
　
　
　
　
　
　
　
二
年　

上
ケ
平　

渚

　
　
　
　
　

人
生
の
意
味
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
答
え
を
探
し
て
月
夜
を
仰
ぐ	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

守
山　

拓
我

【
吉
城
高
校
】

入
選　
　
　

陸
上
の
部
活
動
終
わ
り
て
靴
を
ぬ
ぐ
照
ら
す
は
明
日
へ
の
道

　
　
　
　
　

し
る
べ
の
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年　

岡
田　

武
拓

　
　
　
　
　

雲
の
壁
に
か
す
か
に
見
え
る
月
光
の
き
れ
い
な
空
を
み
と
ど

　
　
　
　
　

け
た
い
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年　

清
水　

魁
良

　
　
　
　
　

枯
尾
花
の
揺
れ
る
草
原
の
山
の
端
に
満
月
昇
り
て
静
か
な
る
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

野
中　

完
樹

　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
終
え
れ
ば
月
明
り
一
日
が
終
わ
る
光
の
合
図	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

深
山　
　

拳

　
　
　
　
　

目
の
前
に
あ
る
は
ず
な
の
に
届
か
な
い
儚
く
ひ
か
る
君
は
満
月	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

山
下　

祐
華

　

一
般
社
団
法
人
日
本
板
画
院
の

東
海
支
部
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
）

に
所
属
す
る
作
家
二
十
八
名
に
よ

る
版
画
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

「ニュートリノファンタジー」
吉朝悦子

日
本
板
画
院
東
海
支
部 

高
山
展 

第9回

十
一
月
十
五
日（
金
）～
十
七（
日
）

　

今
回
は
、
今
年
六
月
に
東

京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
六
十
九
回
日
本
板
画
院

展
」
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
に

加
え
、
北
陸
支
部
（
富
山
・

石
川
）
の
作
家
に
よ
る
作
品

を
含
め
た
計
七
十
一
点
を
展

示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
一
月
十
五
日（
金
）

　

～
十
七
日
（
日
）
午
前
九				

　

時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午

　

後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂



で
も
可
）、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
銀
行
振
り
込
み
な
ど
で

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

　

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
令
和
二
年
三
月
の
試

写
会
に
ご
招
待
す
る
他
、
映

画
の
鑑
賞
券
、
協
賛
い
た
だ

い
た
企
業
の
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
四
回
ア
ー
ト
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ひ

だ
美
術
展
「
個
性
を
輝
か
せ
る
美

術
表
現
」

◇
日
時　

十
一
月
十
五
日
（
金
）

　

午
後
二
時
～
午
後
五
時
／
十
六

　

日
（
土
）
午
前
十
時
～
午
後
五

　

時
／
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時

　

～
午
後
三
時

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階-

五

◇
入
場
無
料

第
六
十
一
回　

高
山
市
民
合
唱
団

飛
響
定
期
演
奏
会

◇
日
時　

十
一
月
二
十
四
日（
日
）

　

午
後
二
時
開
演

◇
会
場　

飛
騨
セ
ン
タ
ー
・
飛
騨

　

現
在
、
高
山
市
文
化
協
会
の
設

立
七
十
周
年
を
記
念
し
、
文
学
者

瀧
井
孝
作
が
自
ら
の
青
年
期
を
書

い
た
小
説
「
初
め
て
の
女
」
の
映

画
を
制
作
し
て
お
り
、
そ
の
制
作

費
を
広
く
募
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
又
は
ス
マ
ホ
に
て
下

記
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
き
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
込

　

芸
術
堂

◇
入
場
料　
大
人
千
円
、
小
人
無
料

岩
畠
玲
子
和
装
学
院
「
成
人
式
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
着
付
け
」

　

男
女
と
も
に
希
望
に
合
わ
せ
て

着
付
け
・
帯
結
び
を
し
ま
す
。
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

着
付
け
料
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん

が
、
募
金
箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
福
祉
事
業
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時　

一
月
十
二
日
（
日
）　

　

午
前
九
時
～

◇
会
場　

高
山
市
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
（
昭
和
町
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ　

岩
畠
玲
子

　

和
装
学
院
内　

廣
瀬
ま
で

　

電
話
〇
九
〇-

七
〇
四
八-

四
七
七
九

午後7時開演/午後6時15分開場

土12 7 高山市民文化会館大ホール

〔一般〕                       　　2，500円
〔メセナメイト会員〕         　　2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕   　 　　 500円

チケット料金（税込） 全席指定

※未就学児童のご入場はお断りいたします。

午後2時開演/午後1時30分開場

日12 22 こくふ交流センターさくらホール

〔一般〕                       　　2，500円
〔メセナメイト会員〕         　　2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕   　 　　 500円

チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

※ジュニアは席使用時のみ有料　

高山市民文化会館 　
さくらホール管理事務所

親
子
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト「
音
楽
の
絵
本
」。

今
回
は
金
管
五
重
奏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
と

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
か
わ
い
い
ネ
コ
達
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
贈
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

衣
装
も
あ
で
や
か
に
動
物
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

親
子
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト「
音
楽
の
絵
本
」。

今
回
は
金
管
五
重
奏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
と

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
か
わ
い
い
ネ
コ
達
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
贈
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

衣
装
も
あ
で
や
か
に
動
物
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

○
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
○
き
よ
し
こ
の
夜
○
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ

○
ア
ナ
と
雪
の
女
王
よ
り
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ゴ
ー
○
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ロ
ッ
ク

　ほ
か

予定
曲目

1611年(慶長16年)、慶長の大地震・大津波が三陸を襲った。2年後、荒れた
農地は未だ回復せず、家族や仲間を奪われた人々の心もまだ癒えていない。
すべてを失い、石巻の海辺をさまよう一人の若者がいた…。その名は、リウタ。
そんな時、藩主・伊達政宗は若者や村人たちに、1,000本の木の切り出しとい
う、新しい仕事を授けたのだ。目的を知らされない村人たちの間では「これは殿
様の道楽に違いない」という噂が広がった。
噂を信じ怒り狂ったリウタは、短刀を胸に政宗に襲い掛かろうとする…！伊達
政宗の本当の目的とはいったい何なのか。そして、リウタの運命は…。

© スーパーキッズ

劇
団
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

0歳児から入場できます

チケット好評販売中 プレイガイド

高山市民文化会館 　
飛騨市文化交流センター
下呂交流会館アクティブ

プレイガイド

高山市民文化会館 　
奥飛騨総合文化センター

チケット好評販売中

①午後2時～②午後7時～

ワンコイン500円で映画を楽しめます！ワンコインシネマ

（開場各回30分前）

高山市民文化会館小ホール

全席自由 500円（1回券・当日同料金）

定員
380名

　
　
日本語音声・日本語字幕（上映時間131分）11 13 水

©2012 CJ E&M Corporation, All Rights Reserved

王になった男
イ・ビョンホンが初の時代劇で王と影武者
の一人二役に挑む！歴史から消された15日
間を描いた絢爛豪華な宮廷歴史大作。

春風亭昇太＆ねづっち爆笑寄席のチケットは完売しました。

https://www.makuake.com/project/takayama-bunka/

う
、
お
願

い
い
た
し

ま
す
。


